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１．はじめに 

歩くことは，人間の基本的な動作である。最近，これを

工学的に扱う場面が広がっている。例えば，ヒト型の二足

歩行をするものを中心として，自立歩行ロボットの開発が

急速に進んでいる。ロボットが歩けること自体は今や当然

となり，むしろどのように歩けるかが問われるようになっ

ている。また，ロボットスーツのように，人間の歩行動作

を支援できる装置の開発も目覚ましい。あるいは，ヴァー

チャルリアリティ環境で操作されるキャラクターにも，歩

行を含む日常動作がより自然に表現できることが求めら

れる。歩行の感性評価は，これらの関心に応える上で重要

になってくると考えられる。そこで本研究では，オノマト

ペを用いてその感性評価を行うことを目指した，基礎的な

知見を得ることを目的とする。 

通常，言語において，記号表記とその記号内容との対応

関係は恣意的であるとされる。しかし必ずしもそうでない

場合も少なくなく，代表的なものとして挙げられるのがオ

ノマトペ（擬音語・擬態語）である。言語学では，恣意性

の概念になじまないこと，幼稚で低次な表現とみられがち

であったことから，長く等閑視されていた。一方で，近年

ではそのオノマトペを，感性評価に活用することが提案さ

れている[1]。オノマトペは，感性をより直感的にとらえる

ツールとして期待できる。また，特に日本語はオノマトペ

が豊富であるとされることも，潜在的な可能性の高さをう

かがわせる。 

最近，矢口[2]が，歩行を表現する ABAB 型のオノマト

ペを対象としてその表現する内容を定量的に測定したと

報告している。しかし，個々のオノマトペが表す量につい

ては記載していない。そこで，まず，歩行特性を形作る最

も基本的な量であると考えられる歩行速度について，オノ

マトペが表す量を測定し定量的に示す。また，その次元性

についても探索的に検討する。生駒[3]は笑いを表現するオ

ノマトペを取り上げ，その笑い感情の強さについては 1 次

元構造をとらないことを示し，そこには音韻に関わる感性

の個人差が寄与している可能性を指摘している。そこで本

研究では，同様に因子分析を実施して，一次元性が認めら

れるかどうかについても検討する。 

 

２．方法 

調査対象者: 大学生 41 名（平均年齢 20.6 歳），全て女性で

あった。 

手続き: 小集団で質問紙を配布し，回答を求めた。 

質問紙: 歩行の様子を表現する 7 種のオノマトペ（スタス

タ・トボトボ・フラフラ・ノロノロ・ブラブラ・テクテ

ク・トコトコ）を提示し，それぞれに感じられる歩行速

度の評定を求めた。この 7 種は矢口[2]で検討されたもの

と同一であり，その予備調査でも熟知性が確認されてい

るものである。 

速度の評定は，歩行速度としての最大を 100，最小を 0

として，数値で自由に行わせ，回答欄にその数値の記入

を求めた。 

 

３．結果 

 各オノマトペに対して得られた評定値の平均および標

準偏差は，表 1 のようになった。 

 

表 1 歩行速度の評定値の平均および SD 

 平均 SD 

スタスタ 84.0 14.6 

トボトボ 20.4 10.3 

フラフラ 19.5 10.6 

ノロノロ 12.2 7.7 

ブラブラ 32.4 13.6 

テクテク 53.9 15.6 

トコトコ 50.2 14.7 

 

 続いて，歩行速度の評定値に対して因子分析を行った。

最尤法で因子数を 1 として分析したところ，適合度指標は

χ2(14) = 14.75 (p = .40)となった。よって，1 因子モデルの適

合性は認められたといえる。なお，得られた因子負荷量は

全て正であり，生駒[3]と同様にクロンバックの α を算出し

たところ，.72 となった。 

 



４．考察 

 本研究では，オノマトペによって表される歩行速度につ

いて定量化するとともに，その構造が 1 次元といえるかど

うかについて検討した。分析の結果は，7 種全てのオノマ

トペが同一の因子に規定されるとするモデルを認めるも

のであった。よって，少なくとも今回検討したオノマトペ

の範囲においては，その表す歩行速度は一次元性を持つ量

と考えることができる。これは例えば，各オノマトペが表

す歩行速度の順位が個人間で体系的に異なるような事態

が起こりにくいことを意味し，安定した測定特性を持つこ

とを示唆している。 

 笑いのオノマトペについて検討した生駒[3]は，笑い声に

ついては一次元性を認め，一方で笑い感情については認め

ない結果を得た。笑い声は矢口[2]の言う物理量，笑い感情

は心理量であることから，オノマトペの表現する物理量と

心理量とでは次元性が異なる可能性がうかがえる。本研究

も，歩行速度という物理量の評定を求めており，その結果

は一次元性を認めるというものであった。よって，オノマ

トペによる物理量の表現は，全体的な高低以外の体系的な

個人差を持ちにくいことが示唆された。ただし，その検証

のためには，笑いや歩行以外のオノマトペでも同様の分析

を行い，再現性ないしは一般性を確認することが求められ

る。 

 また，歩行の様子を表現できるオノマトペには，今回取

り上げた他にもいろいろなものがある。歩行以外にも広く

用いられるもの（例: ドカドカ，クネクネ）もあれば，特

定の歩行に限局されるもの（例: 幼児のヨチヨチ，カニの

チョキチョキ）も少なくない。もちろん，ABAB 形式でな

いものも数多い。それらにも検討を広げ，さらなる知見を

積むことで，よりよい感性評価の素材を整えることができ

れば興味深い。 
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